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基準３ 教員及び教育支援者等 

（１）観点ごとの分析 

観点３－１－①： 教育の目的を達成するために必要な一般科目担当教員が適切に配置されて

いるか。 

 

（観点に係る状況） 

 一般科目を担当する総合教育科では，教育目標等を達成するために，専任教員 16 名，非常勤講

師 12 名の合計 28 名の教員を配置している（資料３-１－①－１）。担当科目ごとの人員配置は表

に示すように，数学５名，英語６名，国語３名，理科４名，社会３名，体育３名，芸術４名とな

っている。幅広い視野に立った総合的な判断能力，斬新な創造力を備えた実践的技術者育成のた

めの基礎的能力の涵養と教養の育成を目指すために，教員それぞれの専門分野に適合した授業科

目を担当している（資料３－１－①－２）。 

実践的技術者の育成を目指し，専門科目の基礎知識を習得させる教育の充実を図るため，数学，

英語，物理・化学に重点を置いて教員を配置しているほか，国際化に対応できるような実用的英

語力の向上のために，ネイティブの英語教員を昭和 50 年から非常勤として配置している。平成

25 年度から数学教員は，専任のみの５名となり，学力不足の学生への対応も行うことにしている。

また，本校の島嶼部という立地条件を取り入れた教育方針から，海に関する教養として生物概論

を商船学科のみならず電子機械工学科及び情報工学科にも必修科目とし，海と生命の結びつきな

どを学ぶことによって幅広い教養を身に付けさせている。 

 なお，高等専門学校設置基準の第６条第２項には，「高等専門学校には，教員（助手を除く）の

うち，第 16 条に規定する一般科目を担当する専任者の数は，入学定員に係る学生を３の学級に編

成する場合は，14 人を下ってはならない」とあるところ，本校においては，一般科目担当の専任

教員 16 人全員が講師以上であり，設置基準を満たしている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

一般科目を担当する総合教育科の教員の構成は，高等専門学校設置基準を満たしつつ，幅広い

教養科目や専門科目に関連した科目を担当するようバランスよく配置しており，教員の専門分野

に適合した授業担当となるよう配慮している。特に，専門科目の基礎知識を習得させる教育の充

実を図るため，数学，英語，物理・化学に重点を置いて教員を配置している。 

以上のことから，教育の目的を達成するために必要な一般科目担当教員が適切に配置されてい

るといえる。 
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資料３－１－①－１ 

資料３－１－①－２ 
 

（出典：総務課） 

（出典：総務課） 
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観点３－１－②： 教育の目的を達成するために必要な各学科の専門科目担当教員が適切に配

置されているか。 

 
（観点に係る状況） 

専門学科では，教育目標等を達成するため，資料３－１－②－１に示す専門科目担当の教員を

配置しており，内訳は専任教員 40 名，非常勤講師９名（うち２名は一般科目と兼務）の合計 49

名である。 

 本校は，商船系（商船学科）及び工業系（電子機械工学科，情報工学科）の学科を有している

ため，専門科目教員が担当すべき分野は多岐にわたっている。商船学科は船員教育を基盤にした

海事総合科学を身につけた技術者の育成のため，航海系及び機関系を担当する教員をバランス良

く配置している（資料３－１－②－２）。電子機械工学科は，ものづくりのできる実践的な技術者

－計画・設計から生産・保守運用までできる技術者－の育成のため，電気・電子系と機械系を担

当する教員をバランス良く配置している（資料３－１－②－３）。情報工学科は情報リテラシー，

情報工学の知識に加え，問題分析，解決能力を備えたシステム技術者の育成のために，ソフト系

及びハード系を担当する教員をバランス良く配置している（資料３－１－②－４）。また練習船「弓

削丸」を保有しているため，船長，機関長，一等航海士及び一等機関士を専任教員として配置し

ている（資料３－１－②－１）。航海実習では，さらに商船学科の教員がインストラクターとして

乗り込み，より高い安全航海と質の高い学生実習を可能にしている（資料３－１－②－５）。教員

は，商船学科及び電子機械工学科は複合学科的ではあるが情報工学科も含め，それぞれの専門分

野に適合した授業科目を担当している。 

 なお，高等専門学校設置基準の第６条第３項から，専門科目を担当する専任者の数は，当該学

校に３の学科を置くときは，22 名を下ってはならないとなっており，本校においては，専門科目

担当の専任教員 40 名が助教以上であり，設置基準を満たしている。また，高等専門学校設置基準

の第８条には，「専門科目を担当する専任の教授及び准教授の数は，一般科目を担当する専任教員

数と専門科目を担当する専任教員数の合計数の２分の１を下ってはならない」とあり，この数は

28 名となるところ，本校では専門科目を担当する専任の教授及び准教授は 30 名であり，設置基

準を満たしている。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

専門科目担当教員の構成は，高等専門学校設置基準を満たしつつ，幅広い専門科目を教授する

ために担当する教員を各学科ともバランス良く配置しており，教員の専門分野に適合した授業担

当となるよう配慮している。さらに練習船「弓削丸」では，専任教員の他に航海実習にはインス

トラクターを配置し，安全航海を実現すると共に学生の航海実習を充実させている。 

以上のことから，教育の目的を達成するために必要な専門科目担当教員が適切に配置されてい

るといえる。 
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資料３－１－②－１ 

（出典：総務課） 
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資料３－１－②－２ 

（出典：総務課） 
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資料３－１－②－３ 

 

（出典：総務課） 
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資料３－１－②－４ 

（出典：総務課） 
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資料３－１－②－５ 

 

（出典：練習船弓削丸班） 
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観点３－１－③： 専攻科を設置している場合には，教育の目的を達成するために必要な専攻

科の授業科目担当教員が適切に配置されているか。 

 
（観点に係る状況） 

 本校の専攻科は，海上輸送システム工学専攻及び生産システム工学専攻から構成される。本校

の専攻科には，専任教員 38 名に非常勤講師１名を加えた 39 名を配置している（資料３－１－③

－１）。専攻科では，実際のシステムの運用・管理や開発能力，ものづくりに必要な基礎理論の応

用力を身につけた技術者の育成のため，システムの運用系及びものづくり系を担当する教員をバ

ランス良く配置している（資料３－１－③－２）。一般科目担当教員には５名の博士（工・理・文

学）を配置しており，応用力を引き伸ばすための基礎理論を強化している。また，専攻科担当教

員には，博士（工・理・情報工）のみならず企業経験者で技術士，第１種情報処理技術者及び一

級海技士など幅広い人材を有しており（資料３－１－③－３－１，２），観点１－１－①で述べて

いる専攻科の具体的な教育目標に対応するように，各専門分野と担当授業科目を適合させ（資料

３－１－③－２，４），理論ばかりでなく実践教育にも対応している。 

さらに，特別研究の指導においても，博士の学位と十分な研究実績を持つ教員を配置しており，

大学評価・学位授与機構による審査の結果，「適」と認められている（資料３－１－③－４，５）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

海上輸送システム工学専攻及び生産システム工学専攻からなる専攻科には，専門分野に適合し

た科目担当教員を配置しており，学位授与機構による再審査を受審し，要件を満たすとの評価を

得ている。それぞれの担当教員は，基礎教育及び専門教育に対応するべく，バランス良く配置さ

れている。 

以上のことから，専攻科の教育目的を達成するために必要な授業科目担当教員が適切に配置さ

れているといえる。 
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資料３－１－③－１ 

（出典：総務課） 
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資料３－１－③－２ 

（出典：総務課） 
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資料３－１－③－３－１ 

（出典：総務課） 
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資料３－１－③－３－２ 

（出典：総務課） 
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資料３－１－③－４ 

（出典：総務課） 
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資料３－１－③－５ 

（出典：企画広報室） 
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観点３－１－④： 学校の目的に応じて，教員組織の活動をより活発化するための適切な措置

が講じられているか。 

 
（観点に係る状況） 

 教員の年齢及び性別の状況を資料３－１－④－１に示す。平成 24 年度４月１日現在における練

習船を含めた専任教員 55 名の平均年齢は 45.5 歳で，30～39 歳が若干多いものの，教員の採用で

年齢構成が均衡となるように配慮しており，各学科ともバランスの良い構成となっている。また

女性教員は，商船学科に１名，情報工学科に２名，総合教育科に１名の合計４名在籍しており，

これらの女性教員は，女子寮での教育にも対応している。 

平成 24 年度実績で，専任教員のうち学位取得者（博士）は 55 名中 34 名（資料３－１－④－２）

となっており（内訳は，総合教育科教員は５名，商船学科教員は 10 名，電子機械工学科教員は

10 名，情報工学科教員は９名），専門科目（理系の一般科目を含む）については，41 名中 33 名と

なっている。今後の博士取得者の増加に向けて，社会人博士課程などの活用の支援を行っている。

平成 25 年度には，高専間教員交流により，総合教育科に数学（博士）教員を受け入れている（資

料３－１－④－３）。 

また，教育経験及び実務経験を配慮した教員採用により，教員免許所有者，一級海技士（航海・

機関），技術士，第一種情報処理技術者など各学科に教育及び高度な専門資格を有する教員を配置

している（資料３－１－③－３－１，２）。専任教員の採用前の経歴は，民間企業が７名，大学・

研究機関が６名，他高専が２名，高校が３名，練習船の専任教員の採用前の経歴は４名中３名が

民間企業であり，多様な経歴の教員の採用にも努めている（資料３－１－④－４）。また，国際社

会で活躍できる学生の育成を図るため，非常勤講師を含めて３名の外国人教員を配置している（資

料３－１－④－５）。さらに，教員組織の活性化のため，内地研究員・在外研究員制度及びその他

必要な研修を活用している（資料３-１－④－６）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

年齢構成の均衡を配慮した教員採用を行っており，教員全体ではバランスの良い構成となって

いる。専門科目（理系の一般科目を含む）の学位取得者（博士）については，41 名中 33 名とな

っており，内地研究等を活用して社会人博士取得の支援を継続して行っている。教育経験及び実

務経験を配慮した教員採用により，民間企業経験者，大学・研究機関・他高専経験者，教員免許

所有者，一級海技士（航海・機関），技術士，第一種情報処理技術者など多様な教員が配置されて

いる。また，４名の女性教員，非常勤講師を含む３名の外国人教員を配置している。さらに，教

員組織の活性化のため，内地研究員・在外研究員制度等を活用している。 

以上のことから，学校の目的に応じて，教員組織の活動をより活発にするための適切な措置が

講じられているといえる。 
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資料３－１－④－１ 
 

（出典：総務課） 
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資料３－１－④－２ 

（出典：総務課） 
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 資料３－１－④－３ 

（出典：総務課） 
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 資料３－１－④－４  
  

資料３－１－④－５ 
 

（出典：総務課） 

（出典：総務課） 
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資料３－１－④－６ 

 

（出典：企画広報室） 
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観点３－２－①： 全教員の教育活動に対して，学校による定期的な評価が行われているか。

また，その結果把握された事項に対して教員組織の見直し等，適切な取組が

なされているか。 

 

（観点に係る状況） 

 本校では，学生による授業評価アンケートを毎年行い，これを参考にして教員は授業改善を行

っており（資料３－２－①－１），評価結果は一定期間ウェブサイトに公表し，冊子にまとめて校

長及び教務主事が保管している。年度当初，教員は身上調書及び研究業績一覧を提出し，校長は

全教員と個人面談を行っている（資料３－２－①－２，３）。面談の結果を受けて，英語の専任教

員を３名から４名に増やし，平成 25 年度から数学の専任教員を３名から５名（教員交流受入１名

を含む）に増やすことになった（資料３－１－①－１）。さらに，平成 25 年度から副校長（企画・

評価担当）を設置することになった（資料３－２－①－４）。また，教育研究業績を基に，校長裁

量経費の一部を教育研究支援経費として傾斜配分している（資料３－２－①－５）。各主事は，定

期的に主事補の評価を校長に報告している（資料は訪問調査時に提示）。 

高専機構の教員表彰アンケート結果に基づき，校長及び教務主事が相談の上，推薦を行ってお

り，平成 24 年度には２名の教員が表彰を受けた。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

学生による授業評価アンケート結果を冊子にまとめ校長及び教務主事が保管している。教員は

身上調書及び研究業績一覧を提出し，校長面談を行っている。面談の結果を受けて，英語の専任

教員を３名から４名に増やし，数学の専任教員を３名から５名（教員交流受入１名を含む）に増

やし，平成 25 年度から副校長（企画・評価担当）を設置することになった。また，教育研究業績

を基に，校長裁量経費の一部を教育研究支援経費として傾斜配分している。各主事は，定期的に

主事補の評価を校長に報告している。 

 以上のことから，教育活動に関する定期的な評価が行われており，その結果把握された事項に

対して教員組織の見直し等，適切な取組がなされている。 
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資料３－２－①－１ 
学生による授業評価アンケート 
 

（出典：企画広報室） 



弓削商船高等専門学校 基準３ 

- 97 - 

資料３－２－①－２   

（出典：総務課） 
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資料３－２－①－３ 

資料３－２－①－４ 

（出典：総務課） 

（中略） 

（出典：弓削商船高等専門学校規則集２－31 抜粋） 
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資料３－２－①－５ 
平成 24 年度教育研究費追加配分申告書 

 
 非公開情報のための削除 

（出典：総務課） 
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観点３－２－②： 教員の採用や昇格等に関する基準や規定が明確に定められ，適切に運用が

なされているか。 

 

（観点に係る状況） 

教員の採用については，優秀な人材を確保するため，すべて公募により行われている（資料３

－２－②－１）。また，公開情報をウェブサイトに掲載し，情報公開している（資料３－２－②－

２）。採用や昇任等の選考に関しては，高等専門学校設置基準の教員の資格（資料３－２－②－３）

に適合することを条件にして，弓削商船高等専門学校教員選考規則，教員選考細則及び教員選考

基準（資料３－２－②－４～６）に明確かつ適切に定められている。応募者及び昇任候補者から，

履歴書，著書・論文等一覧，主要著書・論文等の概要，教育業績一覧，外部資金・社会連携等の

状況，企業等における業績一覧，高等専門学校での教育と研究に関する抱負などの書類が提出さ

れ，審査は，書類選考（当該学科等への適合性，人物評価，教育資質評価，研究評価，学校運営・

社会貢献）及び面接選考（人物適合評価，教育資質適合評価，研究活動適合評価）についてそれ

ぞれ 100 点の配点で評価している。 

採用・昇任案件がある時，学科長から人事委員会（資料３－２－②－７）へ教員選考申出書（資

料３－２－②－８）が提出され，審議の上，審査に入る場合は，応募者または昇任対象教員に対

する人事専門委員会（資料３－２－②－９）が設置され，専門委員７名（学科長が委員長）を決

定する。 

公募の場合，応募者の中から書類審査によって複数の候補者を選び，これらの候補者による模

擬授業と面接が実施され（資料３－２－②－１），７名の委員により書面評価及び面接評価が行わ

れ，それぞれの評価点と審査の経緯が委員長を中心にまとめられ，順位をつけて教員選考審査報

告書（資料３－２－②－10）が作成される。昇任の場合，書面評価を行った上で面接が実施され，

公募の場合と同様に教員選考審査報告書が作成される。その結果を受けて，人事委員会において，

専門委員会委員長から教員選考審査報告書に従って説明が行われ，総合的に審議が行われ，採用

者の決定，昇任の決定が行われる。具体的な適用事例に関しては，個人情報が含まれているため，

訪問調査の際の確認資料とする。 

非常勤講師の採用については，非常勤講師選考内規（資料３－２－②－11）に沿って，公募又

は学科長からの教員選考申出書によって，人事委員会で審議して決定している。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

教員の採用の選考や昇任の審査に関しては，高等専門学校設置基準に沿った教員選考規則，教

員選考細則及び教員選考基準が定められている。選考や審査に当たっては，人事専門委員会が設

置され，書類選考及び面接選考が行われた後，教員選考審査報告書が作成され，人事委員会で総

合的に審議が行われて決定される。また，非常勤講師の採用についても，非常勤講師選考内規に

沿って適切に決定されている。 

以上のことから，教員採用や昇任に関する規定などが明確に定められ，適切に運用されている

といえる。 
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資料３－２－②－１ 
 

（出典：総務課） 
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資料３－２－②－２ 
 

（出典：本校ウェブサイト） 
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資料３－２－②－３ 
 

（出典：高等専門学校設置基準） 
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資料３－２－②－４ 
 

（出典：弓削商船高等専門学校規則集４－３抜粋） 
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資料３－２－②－５ 
 

（出典：弓削商船高等専門学校規則集４－４抜粋） 
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資料３－２－②－６ 

（出典：総務課） 
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資料３－２－②－７ 

（出典：弓削商船高等専門学校規則集２－３抜粋） 
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資料３－２－②－８ 
 

（出典：総務課） 
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資料３－２－②－９ 

（出典：弓削商船高等専門学校規則集２－４抜粋） 
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資料３－２－②－10 

（出典：総務課） 
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資料３－２－②－11 

 

（出典：弓削商船高等専門学校規則集４－９抜粋） 
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観点３－３－①： 学校における教育活動を展開するに必要な事務職員，技術職員等の教育支

援者等が適切に配置されているか。 

 

（観点に係る状況） 

 円滑な教育活動を展開するために事務部に学生課を設置し，授業，試験等の教務事務を行う教

務係に４名，課外活動・就学等の学生支援を行う学生支援係に３名（看護師を含む），学生寮での

生活支援を行う寮務係に２名と課内全体を総括する学生課長及び学生課長補佐（兼任）の 10 名が

配置されており，各担当業務を行っている（資料３－３－①－１，２）。 

平成 21 年に技術支援センターを設置し，技術職員として，商船系の第一技術班２名，工業系の

第２技術班６名及び船舶の弓削丸班５名を配置している（資料３－３－①－３）。商船系職員は，

商船学科の実験・実習・卒業研究等の技術支援を担当，工業系職員は工業系学科の実験・実習・

卒業研究等を担当し，両者とも円滑な学生支援を行っている（資料３－３－①－４）。情報処理教

育センターにも専属の技術職員を配置し，学生の教育支援を行っている（資料３－３－①－３）。

また，練習船「弓削丸」の運航等には，弓削丸班の職員を配置し，練習船実習の支援等を行って

いる（資料３－３－①－３）。 

図書館には，情報・広報係として専任の司書を含む３名（パート職員を含む）が配置され，学

生の図書貸し出しや閲覧を支援している。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

学生課の業務については，事務組織及び事務分掌規則により，適切に役割を分担し，効果的に

機能している。また，技術職員に関しては，商船系と工業系の職員で構成され，それぞれ役割分

担がなされ円滑な学生支援を行っている。さらに，図書館及び情報処理教育センターにも専属の

司書や技術職員を配置し，学生の教育支援を行っている。 

以上のことから，教育課程を展開するために必要な事務職員，技術職員等の教育支援が適切に

配置されているといえる。 

 



弓削商船高等専門学校 基準３ 

- 113 - 

資料３－３－①－１ 
弓削商船高等専門学校事務組織表 

 
個人情報等保護のため削除 

（出典：総務課） 
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資料３－３－①－２ 
 

（出典：弓削商船高等専門学校規則集３－１抜粋） 
 

（中略） 
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資料３－３－①－３ 

（出典：総務課） 
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資料３－３－①－４ 

（出典：技術支援センター） 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

 教育活動を展開するために必要な教員が適切に配置されている。特に，練習船「弓削丸」の航

海実習においては，弓削丸専属教員の他，商船学科の教員がインストラクターとして乗り込み，

より高い安全航海と質の高い学生実習の支援を行っている。 

（改善を要する点） 

 該当なし 

 

（３）基準３の自己評価の概要 

実践的技術者育成のため，一般科目担当教員及び専門科目担当教員を教育課程の授業科目構成

と比してバランスよく配置しており，教員の専門分野に適合した授業担当となるよう配慮してい

る。 

専攻科には，専門分野に適合した科目担当教員を配置しており，基礎教育及び専門教育に対応

できる体制を整備している。 

年齢構成の均衡を配慮した教員採用を行っており，教員全体ではバランスの良い構成となってい

る。教育経験及び実務経験を配慮した教員採用により，民間企業経験者，大学・研究機関・他高等

専門学校経験者，教員免許所有者，一級海技士（航海・機関），技術士，第一種情報処理技術者な

ど多様な教員を配置し活性化を図っている。また，４名の女性教員，非常勤講師を含む３名の外国

人教員を配置している。 

教員は身上調書及び研究業績一覧を提出し，校長面談を行っている。面談の結果を受けて，副校

長（企画・評価担当）を設置するなどの取組を行っている。 
教員の採用の選考や昇格の審査に関しては，高等専門学校設置基準に沿った教員選考規則，教

員選考細則及び教員選考基準が明確かつ適切に定められており，選考や審査に当たっては，人事

専門委員会が設置され，適切に運用されている。 

教育課程を円滑に展開するために事務部に学生課を設置し，また，技術支援センター所属の技術

職員は商船系と工業系の職員で構成され，それぞれ役割分担がなされ円滑な学生支援を行っている。

さらに，図書館及び情報処理教育センターにも専属の司書や技術職員を配置し，学生の教育支援を

行っている。 

 

 


